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奥多摩有 料道 路 の 工 事 か ら開 通 ま で
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1． は じ め に

　東京の 西郊 ， 西 多摩郡奥多摩町 と檜原 村 を 結 ぶ 延 長 19

km の 奥多摩有料道路が ， 全事業を予定 どお り完了 4 月 25

日に 無事開通 し た 。

　昭 和 42 乍 11 月工 事着于以来，5 年有余 の 歳月 と約 39億

円 の 事業費をもっ て 完成 した こ の 道路 は ， 秩父 多摩国立公

園内を 通 る都 と して は 初め て の 本 格的山 岳道路 で あ る とと

もに ， 自然環境 の 面か らも何 か と話題 が多く，
工 事に 際 し

て は 苦心 の 連続 で あ っ た 。 以下その 概要 につ い て報告す る 。

2． 道路計画の背景

　東京都西多摩郡は 広 い 。 その 面積は ほ ぼ区部 の それ に 匹

敵す るほ どで あ る が ， そ の 大部分 は秩父多摩国立 公園に 含

ま れ る 山 岳地 帯か ら成 っ て い る 。
つ ま り御岳 ・大岳 ・御前

・三頭 ・雲取山 とい っ た 1，500　m 　tw前後の 山 々 が連な り，

都内で もた だ一つ 自然 の 残 された 秘境 と な っ て い る 。 こ れ

に 多摩 川 ・秋川 両 水 系 の 原 流 部が 深 く刻み 込 まれて お り，

従来 こ の 地域 の 生活圏は こ の 両水系に そ っ て そ れ ぞれに発

達 して きた 。 し か る に こ の 両生活圏 ， 特 に お の お の そ の 西

端に 位置す る 奥多摩町 と檜原村 を 連絡す る 道路が な か っ た

た め 交流がな く，よ り広域的な地域開発に 大きな制約とな

っ て い た 。 こ の よ うな 現状 と地元 の 強 い 要望から こ の 道路

の 新設を道路整備特別措置法に 基 づ く有料道路方式 で 建設

す る こ とに な っ た もの である 。 した が っ て ， この道路は 自

動車専用 の 高速道路 で は な く， 人 ・自転車も通れ る低規格

の
一

般道路 で あ る 。

　 こ の よ うに こ の 道路 は 地域開発 の た め の もの である が ，

そ の 通る場所が秩父 多摩国立公園内で もあ り， そ の 雄大 な

自然 とも接す る こ とが で き る こ と か ら も，一
面で は 公園道

路的性格 もあわ せ も っ て い る 。 この た め 都で は 現在 こ の 道

路 に そ っ た 園地計画 の 事業化 を進め て い る。

道路規格は 3 種 3 級，設計速度 40km の 道路 で ，主な経

過地 は 起点の 奥多摩湖畔 か ら岫沢
・
月夜見山を 経 て 風張峠

（路 線中 の 最高点 で 標高 1，146m ＞を通 り，
これ か ら浅間尾

根を経 て 終点 の 数馬大平部落に 至 る もの で あ る 。

　 こ の 有料道路付近 の 地 形 は 標高 1，000　一一　1
，
500　m 程 度 の
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3． 道路の 概要

　こ の 奥多摩有料道路は一般都道川野〜上川乗線 の うち西

多摩郡奥多摩町川野か ら檜原村数馬 まで をそ の 区間とし ，

延長 18，976m うち橋は 8 橋 427m ，道路幅員 2 車線 6．Om

　＊ 東京都西 多摩建 設事務所工 事二 課長

図
一1

取付道路
縦

∵』
1

一
哨 料道路部分

岫沢園地　　　　　　　　　　　風張峠一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　n9，0 

月夜見山 ．．1L

1，loo 1 ．
1窪
1，
1，1， oo r

「．
1

尸一
1 1一

　　　　 goo
　　　　 8GO

酬 ダム7DO

　530m　 600

底　　　　 500
　　　　 瓱工

　 　　　 基面

1
11

高 さ

罵 舅 旨 巴 ε三 ち 詞 肩 臣 匿 罵

蕊 1靄 竃 岳 罍 靄 羅 爨 舉 囂 ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　ー耋li肇藝蟇熱
費

甲　　　r　　　，■　　町
（  〕

一冖 p 的噌 誤 照 贈 自

驫 讌

携 菰♂ 香蹴 　 × 　× 　 メ 冒 腋 見構
戸沢構 小沢唐 落沢礪 魏踰 墜

縦断コワ醍

凸、9　 丶
宅　、」　 植　 　 　　 b ユ　 33 　 ヱ　 　

π
　 　

尸・「

図一2

1，mool
，1001
，00e9008eo700600500

November ．1973 67

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

ニ ュ
ース

図一3

山岳地帯で ，一
部月夜見山 の 山稜部分を除 く他 の 大部分は

起伏量 300〜600m
， 山腹 コ ウ配は 40度内外 の 比較的急 し

ゅ ん な 山 容で ， か つ V 字谷地 形 の 発達が顕 著で尾根は 概 し

て やせ て い る 。

　路線付近を構成する 地質は
， 中生代，

ジ ュラ 系の 最下部

に属する小河内層群 を 主体 とし ， これと断層で接する白亜

紀小仏層群の タ イ積岩類，お よ び 山稜部を被覆す る ロ
ーム

層 か ら成 り， また 岩暦 と土砂から成 る ガ イス イ タ イ積層 が

広 く分布 して い る 。 小河内層群 は 主 に 粘板岩 ， 砂岩 ， ケ ツ

岩 な どか ら成 り，チ ャ
ート，石 灰岩，レ キ 岩を含ん で い る 。

小仏層群は主 として 砂岩お よ び砂岩優勢互層 か ら成 り粘板

岩を挾在 して い るが，い ずれ に し て も風化した腐食岩が 多

い o

　気象条件は 比較的高地 の た め きび し く， 冬期 （12 月〜3

月 上旬）は 極地的気温 （
一

）15
°C の 日 が 続 く。 積雪量 は そ

れ ほ ど多 くは ない が
， 降雪日数は 比較的多い 。 こ の た め 融

雪時期は 遅 く， 凍結期間 は 長 い 。

　雨量は 山間 部 の た め 比較的多 く，年間降雨量は 平均 1，500

mm ，多い 年で は 1
，
800　mm 前後に 達す る こ

』
とが あ る 。 年

間で は特に夏期に 極地 的集中豪雨 が多 く， 台風時に は 300

mm 前後の 大雨 示 降 る こ とが あ り ， 月 間降雨 量 が 200　mm

以上 は 6〜 9月に 集中 し て い る 。 そ の 反面 11 月〜 1 月は 降

雨 量 は きわ め て少な く 50mm 以下 と な っ て い る。

　 こ の よ うな 状況か ら，こ の 道路 の 計画 に 際 し て は ，特 に

次 の よ うな点 に留意して い る。

　 1 ）有料道路の 起点標高 540　m ， 終点部標高 750m ， 路

　　線中の 最高点標高1，146　m で あ る 。 こ の 標高差を平均

　　縦 断 コ ウ 配 7 ％ ， 最急 コ ウ 配 9％で 処理 して い る 。 平

　　面線型 と して は 山岳部 の 急 し ＠ ん な地形 を縫 う関係，

　　お よび 地質上 トソ ネル の ない 関係か ら曲線部が 多 く，

　　全延長 の 約 70％ は カ ーブ とな っ て い る。
こ の 曲線部

　　の最小半径 は 30m で あ り， 片 コ ウ配 に よ る最急合成

　　 コ ウ配は 11％ 強の 場合もあり， 結果路面状況 の 良否

　　が 走行 の 安全性 に きわ め て 影響する。 した が っ て 曲線

　　部 に は緩和曲線と し て ク ロ ソ イ ド曲線 を用 い ， また 舗

　　装 は全線耐摩耗性の すべ り止め 舗装を 用 い て い る 。
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2 ）地 形急し ゅ ん の た め 山腹 コ ウ配 が強い 。した が っ て

　切土側 ノ リ面 コ ウ配 は 8 分 で 計画 して い る が完成 ノ リ

　長は 長 くな っ て い る e こ の た め ノ リ面 の 安定 と崩落に

　 よ る 災害の 防止 を最重点 に 考え，全線 に わ た っ て 種子

　吹仇 モ ル タ ル 吹付，ロ ッ ク ネ ッ トの 各工 法と，
ノ リ

　止擁壁，ロ
ッ ク フ ＝ ソ ス とを組み合わ せ て 施工 して い

　 る 。

　　なお ， これ らの 施設は さ らに今後も現地を十分調査

　の うえ，必要 な もの は 追加補強す る予定で ある 。

3） こ の 付近は 局地的集中豪雨 が多 く，かつ こ の 道路の

　縦横断 コ ウ配，お よび道路搆造 ， 地質などか ら考えて ，

路面の 良好な排水処理 が道路 の 安全性に 大き く影響す

　るた め ， 流末処理 も含め て 完全排水 に は慎重 に 配慮し

　
．
（．い 勾 0

4 ） こ の 道路が山岳道路 で もあ り，また 天 候 の 急変，霧

　の 発生も考えられ る た め，安全施設と し て は 全線 に わ

　た りガ ードレ ール
， 中心 お よび路側白線 ， 各種注意慓

識，カ ーブ ミ ラ ー ロ
ード

ー
T・一カ ー，デ リ ニ ニ ータ な

　ど必要な施設 を考慮した 。 特に ロ
ードマ ーカー

， デ リ

　ニエ ータは 反射効率の 良い もの を 配置した Q

5）国立公園内 で の 道路建設 の た め 自然景観 の 保持に つ

い て は 特に 要求 され て い る 。 した が っ て崩落を最少限

に防止 し ， 道路と自然 と の 調和を 求め るた め ノ リ面の

修景緑化を 図 る 。 そ の 方法 と して は 芝類の 種子吹付を

　して ノ リ面 の 緑化 と植物 の 育成基盤 の 改良を 図 る とと

もに ， こ の 土地 に ふ さわ しい 樹木 の 植栽を配慮 した 。

6 ） こ の 付近， 三 頭山，御前山，浅 間尾根に は ハイ キ ン

グ コ ース が 多 く， こ の 道路とも
一

部交差 し，また 重な

写真一1 安全 施設 の 状況
一
浅間 尾 根付近

一

　る部分 もあ る。 こ の た め 主 な 交差地点 に は 横断歩道 を

設け ，
コ ース 重複区間で は 可能な限 り道路幅員外に コ

ー
ス を付替 え るな ど歩行者 の 安全 を 考慮 した 。 また一

部 ハ イ キ ソ グ コ ース の 変更 も余儀 な くされて い る た め ，

案内標識を数多 く山中に 設け た 。

7）有料道路起点 に ある 三 頭橋 は ， 奥多摩湖上 に か か る

ス パ ン 130m の 長大 橋で
， この 有料道路 の 1 つ の 特色

土 と基礎，21− 11（189）
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で もある た め ， 特 に 美観 と経済性を考慮 して ＝ 一ル セ

ン 型式 の β 一ゼ ゲ タ を 採用 した 。 そ の 特色 は ダ ブル ワ

ーレ ソ の ワ イ ヤー型式 で 主 構 は 水平 と 72°28 ’

の 角度

で 内側に 傾斜をつ けた バ ス ケ ッ トハン ドル 型とな っ て

い る 。

4． 工事の施行

　こ の 有料道路事業は ，全 区 間 ユ9km を 三頭橋を含め た

5 工 区に 分割，まず 昭和42年 11月　三 頭橋架設に 着手 ，

そ の 後そ の 進ち ょ くと相 ま っ て 昭和 43 年 1  月奥多摩側 と

檜原側 か ら同時 に 本線工 事 に 着手 した 。 工 事 の 施 行 に 際 し

て は 種 々 の 問題が あ っ た が工 程的に は一応順調 に 進み ， 予

定どお り工 笋を完了 さ せ る こ とが で きた 。 次 に 工 事 の 施行

に 伴 う問題点 の 主なもの を 記す 。

　1 ）地 形，地質 が当初の 想定に 比べ て きわ め て 悪 く， ま

　　た気象条件 も相当に きび しい もの で あっ た。

　　　こ の た め，工 事施行 に 伴 う事故防止 と安全管理 に は

　　＋分注意 した 。 特に 掘削中の 落石，崩落Vこ よ る事故防

　　止に は 監視体制の 強化，また は仮設 ネ ッ トを用 い るな

　　どの 処置を行な っ た 。

　　　ま た ，当初計 画 どお りの 道路構造物，な らび に 線型

　　の 確保 が 困難 の た め ， 縦断 コ ウ 配 を含め た 道路線型を

　　ほ とん ど全線に わ た っ て 再検討 し安全側に 修正す る と

　　と もに ， た とえ ば盛 土 構造物に つ い て は 場所 に よ っ て

　　は 掘削量が少な く， か つ 施工 性 の 良い 鋼製擁壁 （PC

　　板使用）を 採用す る な ど，工 法 ， 構造物の 変更修正を

　　行な っ た 。

　 2 ） こ の 道路 が都内で も唯一の 自然 の 残 され た場 所 を 通

　　る た め，施工 の 段階で も十 分自然 に 対 して 配慮した 。

　　　つ ま り自然 の 中に 道 路 を造 る の で ある か ら，どうし

　　て も環境は 変化 せ ざ る を えな い 。 こ の 場合 ， そ の 影 響

　　は あ らゆ る 努力を し て 極力最小限に 留め る と と もに，

　　その 回復に 当 っ て は ，自然 と道路 と の 調和を い か に 図

　　 るか に つ い て 十分認識す る必 要があ る Q つ ま りその 自

　　然 の 中に 共 存で き る道路とは ， ど の よ うな条件 に なけ

　　ればならな い か とい うこ と を検討 の うえ 施工 し た 。

　 3 ）本線工 事に際して は，付近森林 お よび 河川 に 対 して

　　極力影響を与えな い よ う ， あ ら か じめ 慎重に 配慮して

　　行 な っ た 。
つ ま りほ とん ど全線の 谷側に 土砂流出防止

　　 の た め の 仮土留柵を設け，また 付近河川に は事前に数

　　多くの 予防えん 堤 （扞止 え ん 堤）を 設けた 。

　 4 ）本線掘削方法 と して は ， ブル ドーザーだけで OtVJ土

　　断面 が 大 きい こ と か ら土砂を谷に 落とす危険性 が あ る

　　 た め ， ク ラ ム シ ェ ル
，

ス ク レ ーパ ーも併用 ， 発生残土

　　 は 全量 ト ラ ッ ク 運搬 と し ， 工 事区域内に 15個所 の 残土

　　捨場を 設け処理 した 。 こ の 捨場 は 景観 お よ び 流水 に 問

　　 題 の ない 地点 を選 び ， 重力式 コ ン ク リートダ ム また は
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一
奥多 摩側落沢付近

一

写 真
一3 盛 土 ノ リ面の 処 理 状況一檜原 側数 馬 第
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一

　　急速施工 性 の 良 い コ ル ゲ ー
トセ ル に よ る土留構造物を

　　先行施工
， そ の 後土砂搬入 ，

ノ リ面 の 転圧 ，修景を 行

　　な っ た Q

　5）地形 ・地 質 が 予想 外 に 悪 く，また 切土側 ノ リ コ ウ 配

　　もきつ い た め ， 可 能な 限 り道路管理 の 完全 を 期 した ノ

　　リ面防護を行な っ た 。 構造 として は 地質 の 関係 ， 自然

　　環境 の 関係 か らモ ル タ ル 吹 付 は 極力避け，ロ ッ ク ネッ

　　 ト，ロ ッ ク フ ェ ン ス
， 種子吹付工法を主体と した 。

　 6）道路排水に つ い て は ， 当初 の 排水計画を，そ の 後 の

　　気象状況 な らび に 道 路築造段 階 に お け る路 面流水 状態

　　の 経験から， こ れ を 大幅 に 変更し ， 路肩か らの オ ーバ

　　ーフ ロ
ーは完全 に 防止 し，すべ て 沢筋で 流末 を処 理 す

　　る よ う考慮 した 。

　以上 ， 奥多摩有料道路 の 計画か ら開通 ま で の 状況を簡単

に 紹介す る Q

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿受理 　1973．9．4）
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